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１．はじめに 

平成２９年第１回天城町議会定例会の開会に当たり、町政運営についての基本方針と、

平成２９年度予算の概要についてご説明申し上げます。 

はじめに、私どもの念願でありました「あまぎユイの里医療センター」、「保健センター」、

「防災センター」の３施設で構成する天城町総合防災拠点施設が昨年完成し、本年２月４

日に晴れて落成式を挙行することができました。 

今後、この総合防災拠点施設の相互連携を図ることで、 町民の皆様の安心・安全と健康

を守る総合的な施設として、防災教育や保健予防並びに地域医療において飛躍的に活用さ

れることが期待されます。更に、防災センターにつきましては、台風、地震、津波等、緊

急を要する大きな災害時の避難場として、また、平常時は生涯学習施設として、町立図書

館やユイの館との相乗効果を活かした取組みや、講演会や生涯学習講座など、町民の学ぶ

場として文化的行事にも活用してまいります。 

さて、本町の基幹産業である農業につきましては、徳之島ダムからの畑かん整備による

通水が開始され、水を活用した農業が本格的に始動致しました。これまでの自然任せの不

安定な農業から水を最大限に利用した農業に転換することで、安定した作物の生産と収益

の向上が期待されます。 

また、本年２月 1日に「奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島」の世界自然遺産登

録へ向けた推薦書が国連教育科学文化機関いわゆるユネスコへ提出され、今年の夏には国

際自然保護連合による現地調査が予定されております。 

本町におきましても、第５次天城町総合振興計画の「緑豊かで活力ある住みよい町」を

基本理念に、これまで先人たちが築き上げてきた歴史や文化、産業を礎に、地域の魅力を

活かした取組みを積極的に進め、地域住民が夢と希望を持ち充実した生涯をおくることが

できるまちの実現を目指し、全身全霊をかけて取り組む決意であります。 

また、厳しい財政状況であるとの認識の下、国や県の動向に注視し、財源の確保及び経

費の削減に努め、全ての事業において最小の経費で最大の効果を得られるよう検討を行い

つつ本年度の予算編成を行いましたので、その主要施策をご説明いたします。 
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２．地域の資源を生かした活力ある産業の振興 

本町の農業におきましては、農家の高齢化による農家戸数の減少はあるものの、耕地の

利用率は高く、サトウキビや馬鈴薯をはじめとする畑作物の栽培や肉用牛経営が盛んに行

なわれています。 

平成２８年産の農業生産につきましては、気象条件にも恵まれ、基幹作物のさとうきび

は天城町で８万トンを超える見込みとなりました。肉用牛も高値で推移し、馬鈴薯につい

ては平年作以上の生産量が見込まれております。その他の品目も合わせ、農業ビジョンで

掲げる４５億円の生産額を、この２８年産で達成する見込でございます。 

 

作物の土台となる土づくりにつきましては、土壌分析など農家の意識高揚を図り、堆肥

や土壌改良など有効的な資材の投入、深耕などを推進してまいります。また、畑かんを導

入することで、農業で作物の増収と台風被害の軽減が図られ、安定した農業生産が可能と

なってまいります。 

サトウキビ・肉用牛・馬鈴薯の主要３品目の安定した生産と、その他の野菜やマンゴー、

パッションフルーツなどの果樹、トルコギキョウの花卉、そしてお茶の生産振興に向けた

施策を展開し、農家所得の向上と安定した農業経営を目指してまいります。 

 

平成２８年産のサトウキビは、気象条件にも恵まれ、本町においては８万トンを超える

生産を見込み、６年ぶりの豊作となっております。引き続き、土づくりや病害虫対策、 

優良種苗対策、早期植え付け・早期肥培管理を推進し、収穫面積の確保と単収向上に努め

ると共に、機械化による省力化を図り、増産に取り組んでまいります。 

 

肉用牛につきましては、子牛価格が平均７５万円を越える高値で推移し、儲かる畜産経

営がなされております。飼養頭数も自家保留導入奨励事業により増加傾向にあり、計画的

な頭数確保がなされてきております。このような中、自給飼料の確保や機械導入を含む環

境整備、また、循環型農業の確立に向け取り組んでまいります。 

 

馬鈴薯につきましては、今期も栽培面積で約３００ヘクタールの作付けがなされ、生産

量も５千トンを見込んでおります。本年度も機械導入による省力化や単収向上対策を推進

し、安定生産に努めてまいります。 

また、かごしまブランド産地として、市場、消費者に信頼される産地づくりを確立して

まいります。その他の露地野菜につきましては、カボチャなど栽培面積が減少しているも

のの、実エンドウなど栽培面積が拡大している品目がございます。畑かんを活かしながら、

収益性の高い新規品目の導入を検討するなど、関係機関と連携し生産振興に取り組んでま

いります。 
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ビニールハウスにつきましては、昨年度に引き続き研修ハウスの整備と簡易ハウス導入

事業で、施設園芸志向農家の育成を図ってまいります。 

また、農林水産物輸送コスト支援事業を最大限活用し、それぞれの生産者団体の組織 

強化と生産振興を支援してまいります。 

 

担い手対策では、人・農地プランによる地域担い手の明確化や中間管理事業による農地

の流動化を促進すると共に、地方創生推進交付金を活用した農業センターでの研修生受入

れなど新規就農者の確保に努めてまいります。 

 

地産地消につきましては、農業塾の講義を活かした野菜や花づくりの実践や、春と秋に

開催する苗もの市などで苗の供給を行い、活発な家庭菜園の普及と自給野菜の確保・販売、

学校給食、飲食店での利用促進に努めてまいります。 

また、地元農産物を活用した加工品の製造や新商品開発などの６次産業化の支援、農産

物や海産物、加工品などを販売する拠点施設の早期整備に向け、関係団体と協議を重ねて

まいります。 

 

鳥獣被害対策につきましては、猟友会による捕獲対策と被害防止対策の両面から農作物

被害の軽減に努めてまいります。 

また、昨年採択されなかった獣肉処理施設を本年度は鳥獣被害防止総合対策推進事業を

活用して建設し、食肉としての販売や飲食店でのジビエ料理の提供など、普及に向けた 

取り組みを展開してまいります。 

 

林業につきましては、引き続き松くい虫被害樹の伐倒駆除や樹幹注入、枯損木の伐倒を

実施してまいります。また、島内産木材の利用促進を図ってまいります。 

 

農地基盤整備につきましては、平成２８年度現在で整備率は８４．５パーセントとなり

ます。引き続き、西阿木名において農業競争力強化基盤整備事業により、畑かん事業と 

併せて２６．８ヘクタールの区画整備を実施するため、圃場設計や換地計画の作成を実施

してまいります。 

 

県営畑地帯総合整備事業の精算事務未処理地区につきましては、継続的に事務処理を行

ってまいります。また、県営の畑地帯担い手支援型事業により、畑かん施設整備を９地区

実施するとともに、一部土層改良を実施してまいります。 

国営徳之島用水事業の進捗状況につきましては、進捗率は事業費ベースで９８．３パー

セントとなります。 



- 4 - 

 

 県営施設整備事業による散水可能面積は１９２．５ヘクタールで、進捗率は１５．１ 

パーセントとなっております。本年度も、スプリンクラー設置後は順次、農家への引き渡

しを行ってまいります。まだ設置されていない農家におきましては、早めの申込みをお願

いいたします。 

 

畑かん事業につきましては、昨年７月にダムからの水が一部通水し、整備地区において

本格的な運用がなされております。水を最大限に利用した農業へ転換することで、既存作

物の単収向上や新規高収益作物の導入が図られ、本町の農業が大きく変わってまいります。 

引き続き、畑かん営農ビジョンを基に受益農家と関係機関、団体が一体となって本町の

農業振興に向け取り組んでまいります。 

 

農地、農道、水路、ため池等の維持管理につきましては、「多面的機能支払交付金事業」

を継続して実施してまいります。本年度からは１４組織ある中で１３組織を広域化して、

事業を進めてまいります。 

 

地積調査事業につきましては、平成２８年度末時点の進捗率は２７．７パーセントとな

っています。本年度は、岡前、浅間、瀬滝地区の各一部５０ヘクタール及び、平成２８年

度より継続中の岡前、浅間地区の各一部４７ヘクタールを引き続き調査してまいります。 

 

商工業につきましては、平土野地区防災避難路のソーラーＬＥＤ照明設置により、商店

街の安心・安全と景観整備に取り組んでまいります。また、商工会を中心に関係機関や各

種団体と連携した「わっきゃが広場」の活用を継続的に実施し、商店街の活性化に努めて

まいります。 

「地産地消・買い物は地元で」をキャッチフレーズとしたプレミアム商品券補助事業費

３００万円を継続し、消費購買の町外流出防止や地元消費の拡大を図ってまいります。 

 

水産業につきましては、引き続き「とくのしま漁協」や「ゆいの里あまぎ漁業集落」と

の連携を強化し、漁場生産力の向上と創意工夫を活かした魚食普及活動及び漁業者の所得

向上や担い手育成を支援するほか、トビウオ追い込み漁のための網購入補助を行います。 

また、「うるおいと活気に満ちた漁港・漁村づくり」を目指し、松原漁港水産物供給 

基盤機能保全計画に基づき、施設の機能強化と維持に努めてまいります。併せて、広域

漁場整備事業による魚礁設置を早期実現するよう国及び県に要請してまいります。 

 

観光業につきましては、世界自然遺産登録を見据えた「人と自然が共生する癒しの観光

地づくり」を目指し、多種多様化する観光ニーズに対応したルート形成と奄美群島周遊型
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観光を推進し、「地域おこし協力隊」による山間部の地域資源を活用した取組みや、観光地

のＰＲ活動、情報発信を強化してまいります。 

更に、明治維新１５０年に当たる２０１８年にＮＨＫ大河ドラマ「西郷どん」が決定し、

「篤姫」以来の鹿児島ブームの再来が想定されます。これを機に設置された天城町ＮＨＫ

大河ドラマ「西郷どん」ロケ誘致協議会により、本町へのロケ誘致を図ってまいります。 

また、クルーズ船の定期的な寄港と外国籍クルーズ船の誘致活動にも積極的に取り組ん

でまいります。 

 

トライアスロンＩＮ徳之島大会につきましては、節目となる第３０回記念大会を盛大に

開催し、広く徳之島天城町のＰＲを行ってまいります。 

更に、平成３２年度に開催される「燃ゆる感動かごしま国体」に向けて、関係機関と 

連携を図り、大会コースをはじめ景観整備など、受け入れ態勢を整えてまいります。 

また、鹿児島県準備委員会や鹿児島県トライアスロン協会と連携し、地元審判員の養成

と強化のために講習会も引き続き実施してまいります。 

 

スポーツ合宿誘致対策につきましては地方創生加速化交付金を活用した合宿日本一の

“島”推進事業による取り組みや総合運動公園等の整備により、年々合宿利用者が増加し

ております。今後も、年間を通した合宿により交流人口の拡大を促進し、入り込み客６万

人達成に向け、関係機関・団体と連携して取り組んでまいります。 

 

空港利用促進につきましては、徳之島空港利用促進協議会や各種団体と連携し、島民に

は欠かせない交通機関である航空路線の利便性と他地域との格差是正を図るために、国・

県・航空会社等への陳情活動を継続的かつ積極的に行ってまいります。 

また、大都市圏直行便の実現や関西とのＬＣＣ就航について、関係機関と連携を図りな

がら早期実現できるように取り組んでまいります。 

 

３．安心・安全なまちづくりに向けた生活環境の整備 

防災センターにおきましては、防災講話や避難訓練等を実施し、町民の防災意識向上に

努めてまいります。また、公演、講座や生涯学習活動など文化的な施設としても活用して

まいります。 

 

地域防災につきましては、女性消防団員の加入促進や消防団員の教育訓練、自主防災 

組織の強化により、消防・防災体制の確立に努めてまいります。また、新たに天城分遣所

に水槽付き消防ポンプ自動車を配備し、機動力強化を図ってまいります。更に、迅速な消

防活動を一層充実させるため、天城地区に防火水槽を設置してまいります。 
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生活環境の整備につきましては、防災拠点施設を中心とした道路計画調査に基づき、 

喜治原線の改良を新規事業として実施してまいります。また、橋梁補修事業を橋梁長寿命

化計画に沿って実施し、舗装修繕事業においても、松原浅間海岸線の舗装補修工事を行っ

てまいります。      

並びに、県管理道路、いわゆる県道の維持管理につきましては、権限移譲により町内県

道の除草作業と路傍樹育成保全に努めてまいります。 

 

公営住宅建設事業につきましては、与名間地区に２棟２戸、瀬滝地区に２棟２戸を新築

してまいります。 

 

公園整備事業につきましては、総合運動公園を公園施設長寿命化対策支援事業により 

５カ年計画で事業実施し、今年度はわんぱく広場の遊具を中心に整備を進めてまいります。 

また、２０１８年大河ドラマ「西郷どん」の決定に伴い、地域振興推進事業を活用して

湾屋公園と西郷公園の老朽化した園地内施設の改修を行ってまいります。 

 

平土野港、徳之島空港の整備につきましては、継続して国や県及び地元選出議員等への

要請活動を行ってまいります。 

 

簡易水道事業につきましては、安心・安全な水の供給を図るため、引き続き水質改善対

策や施設の改善、改修を進めてまいります。 

今年度の主な事業として、中部簡易水道事業で平土野市街地の水道管の布設替えを実施 

いたします。また、与名間地区簡易水道事業で取水施設やポンプ室などを整備し、通水 

試験後に運用を開始してまいります。 

公衆衛生につきましては、引き続き、ごみ収集カレンダーの活用や家庭用生ごみ処理機

購入助成事業を推進してまいります。 

また、不法投棄防止対策として、警告看板の設置、不法投棄現場のごみの撤去作業を実

施し、不適正排出ごみに対する指導と町内監視パトロールを図りながら不法投棄がされに

くい環境づくりを推進してまいります。 

更に、海岸漂着物地域対策推進事業を活用し、海岸に漂着するごみの清掃、海岸ごみの

発生抑制として、道路・用水路等のごみ対策を実施してまいります。 

 

生活排水につきましては、河川及び海域への生活汚濁水の流入により水質汚濁が懸念さ

れております。本町の汚水処理人口普及率は、平成２８年度末で３９パーセント程度であ

り、国・県の平均を大きく下回っております。 
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引き続き、浄化槽設置整備事業を活用し、新築以外の設置に対しては町単独補助として

１基あたり１０万円を上乗せしながら合併処理浄化槽の普及推進を図り、生活環境・公共

用水の水質保全に努めてまいります。 

 

消費者行政につきましては、専門相談員を継続的に確保し、地域や関係者の皆様との 

連携を深めながら消費者トラブルの防止に努めるとともに、広報等による啓発活動を実施

し、町民の皆様が安心して安全に暮らせる地域社会づくりを目指し取り組んでまいります。 

 

４．社会福祉の充実したまちづくり 

昨年に引き続き、「あまぎユイの里医療センター」と「保健センター」両施設の連携を 

図りながら、町民の健康保持増進に努めてまいります。 

 今年度は、少子化対策への新たな取組みとして、義務教育就学児医療費助成、乳幼児 

全戸訪問、新生児聴覚検査、巡回支援専門員訪問指導などを実施し、子育て世帯への支援

を充実してまいります。また、出生児を祝福しすこやかな成長を願い、出産祝い金の引き

上げを行ってまいります。 

 

 徳之島は近年、生活習慣病の重症化による早世が問題となっております。乳幼児から  

高齢者まであらゆる世代の健康づくりを推進するため、乳幼児健診、特定検診、長寿検診、

がん検診などの各種検診の受診率向上に努め、早期の育児支援や保健指導、疾病の早期  

発見・早期治療につなげ、健康の保持増進と医療費の適正化を図ってまいります。 

 また、新規事業として食生活改善推進員の養成に取り組み、地域組織による健康づくり

推進の強化を図ってまいります。 

 

 児童福祉につきましては、「児童手当・児童扶養手当・ひとり親医療費助成制度」等の 

施策について適切に取り組んでまいります。また、「天城町子ども・子育て支援事業計画」

に基づき、保育所等における児童の受け入れ体制を強化し、質の高い保育の場を提供でき

るように努めてまいります。 

 なお、町独自の施策として実施している、保育所・幼稚園の実質無料化につきましては、

子育て世帯の経済的負担軽減並びに人口減少に歯止めをかけるためにも、継続して取り組

んでまいります。 

 

 障がい福祉につきましては、地域生活支援事業等を活用し、安心した日常生活が出来る

ように支援してまいります。また、介護給付や訓練等給付の利用により、家族の負担軽減

を図ってまいります。更に、徳之島地区自立支援協議会の充実・強化に努め、幅広い支援

の展開を目指してまいります。 
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 高齢者福祉につきましては、敬老バス無料乗車券や肺炎球菌予防接種助成などとともに、

老人クラブへの助成も引き続き行ってまいります。また、各地域の自主的な活動を推進し、

地域づくりの大切な担い手として活動していただけるよう支援してまいります。 

 

 自殺予防につきましては、地域自殺対策緊急強化事業補助金を活用した「こころの電話

相談」や、臨床心理士による個別相談会の実施、精神面でのサポート人材の育成や周知啓

発、こころの健康に関する講演会の開催などに努めてまいります。 

  

 介護保険事業につきましては、今年度は第７期介護保険事業計画策定の年になります。 

 介護保険制度の理念である「自立支援」を中核におき、保険制度への理解をいただき、

介護関係機関・事業所の方々との連携体制を強化し、介護保険制度の安定と持続可能な運

営を推進してまいります。 

 

 地域支援事業につきましては、地域包括支援センターが中心となり、高齢者が安心して

自分の家で暮らし続けることの出来る社会の構築を目指してまいります。そのために、 

高齢者の状況を把握し、医療・介護・予防・住まい・地域の見守りや生活支援等の、自助・

互助・共助・公助を組み合わせた、高齢者一人ひとりの生活を支える仕組みづくり、地域

包括ケアシステムの構築と充実を図ってまいります。 

 

５．豊かな心を育む教育の推進と生涯学習の町づくり 

「教育文化の町づくり」の推進につきましては、教育大綱に基づき天城町教育文化の町

推進計画も指針にしながら、教育委員会総務課と社会教育課が更に連携をし、「ユイの心を

もち、世界雄飛と島担うひとづくり」を基本目標として取り組んでまいります。 

 

学校教育の充実につきましては、特に学力向上の課題に対し４つの視点を掲げ推進して

まいります。 

 

１つ目は、教員の資質向上です。学力向上委員会の実施や、天城町研究協力校の指定を

通して理論と実践に基づいた取り組みを推進してまいります。 

 

２つ目は、充実した教育活動の展開です。これまでの土曜授業はもちろんのこと、授業

づくりの指針となる「天城町授業づくりの目」を策定して、授業の充実を図ってまいりま

す。英語教育では、ＡＬＴとふれあう中で英語を学び、夏休みを利用した「天城町イング

リッシュキャンプ」を通して英語力の向上に努めてまいります。 
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３つ目は、児童生徒へのきめ細やかな支援です。特別な教育的ニーズに対応する特別支

援教育支援員の配置や、思春期における悩み等に対応する心の教育相談員やスクールソー

シャルワーカーの配置を通して、児童生徒に寄り添った支援を推進してまいります。 

また、天城町の未来を担う子どもたちの教育振興と充実を図るため、高等学校、短期 

大学、専門学校、大学等への入学希望者を対象に、町の奨学資金制度や「夢と希望の上原

勇一郎奨学資金」を活用して、無利子の奨学金を貸与してまいります。 

 

４つ目は家庭学習の充実です。「家庭での２０分読書」や小学校で６０分、中学校で９０

分の家庭学習の時間を確保する「６０・９０運動」を通して、確実な学習の定着を図って

まいります。更に、健康で心豊かな教育の充実を図るため、体験活動や世界自然遺産登録

に向けた環境教育等を推進してまいります。 

 

 学校給食事業につきましては、安心・安全な給食を提供するために、調理場内の設備の

更新や衛生管理に努めてまいります。 

 

学校施設整備事業として、国の平成２８年度補正予算活用により平成２９年度中の完成

を目指し兼久小学校の建築を行い、教育環境の整備を図ってまいります。 

 

社会教育の充実につきましては、「いつでも、どこでも、だれでも」学ぶことが出来る 

生涯学習の環境づくりに更に取り組んでまいります。 

社会教育課の主な今年度の事業は、天城町Ｂ＆Ｇ海洋センター多目的艇庫の大規模改修

を行い、海を活用した町の魅力の創造と海洋スポーツの活性化を図ってまいります。 

 

生涯学習事業につきましては、防災センターを拠点として、町民のニーズに応えるよう

学習機会の提供と拡充に努め、各種講座の内容の充実を図り、地域に根ざした活動を推進

してまいります。 

また、地域おこし協力隊を活用して、伝統文化芸能の継承活動や「結いシアター手舞」

の指導と育成を図ってまいります。 

 

図書館事業につきましては、図書館システムによる利用状況の分析を行うとともに、各

読書グループを活用して家庭、学校、地域における読書活動の推進に努めてまいります。 

 

生涯スポーツにつきましては、各種大会の充実に努めるとともにコミュニティスポーツ

を通した健康づくりを推進してまいります。Ｂ＆Ｇ海洋センターを社会体育施設の拠点と

して、総合運動公園内の施設利用促進に努めてまいります。 
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ユイの館の主な取り組みにつきましては、ＮＨＫ大河ドラマ「西郷どん」の決定に関連

して、西郷南洲翁遠島１５５周年記念事業を実施致します。 

 

文化事業につきましては、引き続き「国宝重要文化財等保存整備事業」を活用して、 

下原遺跡の報告書作成と町内の遺跡分布調査を行ってまいります。 

 

６．世界自然遺産登録に向けた取り組み 

 「奄美・琉球 世界自然遺産登録」につきましては、本年２月１日、ユネスコに世界自然

遺産登録の前提である「推薦書」が提出されました。早ければ本年度の夏には国際自然保

護連合による現地視察が実施され、最短で来年夏の登録となる見込みとなっています。 

また、本年度は徳之島国立公園指定記念イベントを、徳之島地区自然保護協議会を中心

に関係機関が一体となって開催致します。 

 

アマミノクロウサギなどの希少動物を捕食するノネコ・ノラネコ対策につきましては、

昨年度から地方創生加速化交付金により、環境省徳之島事務所をはじめ、徳之島町、伊仙

町と連携し、ノネコの捕獲から新しい飼い主への譲渡までを一連のサイクルとして実施し

ております。また、希少植物の保護につきましても徳之島地区自然保護協議会を中心に盗

掘防止パトロールなどの保護啓発に努めているところであります。 

 

今後も世界自然遺産登録に向けた住民意識向上を醸成し、自然保護活動や環境美化等へ

の取組みを積極的に実施してまいります。 

 

７．移住・定住の促進に向けた取り組み 

町内への移住・定住の促進につきましては、「天城町空き家バンク制度設置要綱」に 

基づき、これまで収集した空き家情報を活用して広く情報発信するなど、受け入れ環境の

整備に努めてまいります。 

 

８．行財政改革の推進 

町税をはじめ、使用料・手数料は町政運営の貴重な財源となっております。そのため、

納税に対する理解が得られない一部の滞納者に対しては、行政サービスの制限措置条例に

基づき、預貯金調査、タイヤロック、ＡＹＴの停波、水道の給水停止などの措置を行い、

更に、財産差押えによる公売会の実施などの断固たる措置も講じてまいります。 
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昨年度に、新たな指針として第２次天城町行政改革大綱を策定致しました。その実行計

画としての第２次天城町集中改革プランの取組みを強化し、行財政改革を進めてまいりま

す。 

 

以下、予算の概要についてご説明申し上げます。 

 

 

 

予 算 の 概 要 

それぞれの会計の予算額につきましては、一般会計は対前年度比２．８％減の５１億 

３千６百８２万３千円、国民健康保険事業特別会計は対前年度同比０．７％増の１２億 

３千３百９２万７千円、簡易水道事業特別会計は対前年度比２２．６％減の２億５千７百

６万円、介護保険事業特別会計は対前年度比１．７％増の８億４千１百６２万５千円、 

後期高齢者医療事業特別会計は対前年度比５．２％減の６千７百９４万７千円となってお

ります。 

 

一般会計と特別会計をあわせた予算の総額は７５億３千７百３８万２千円、対前年度比

２．７％減で２億５百１９万４千円の減額となっております。 

 

 一般会計当初予算の概要について、ご説明いたします。 

 

歳 入 

町税につきましては、固定資産税の伸びなどから、対前年度比２．０％増の３億９千 

５百２７万９千円を見込んでおります。 

 

地方譲与税につきましては、対前年度比２．８％減の７千２百２８万円となっておりま

す。 

 

利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、自動車取得税交付金、地方特

例交付金、交通安全対策特別交付金につきましては、これまでの実績等を踏まえ所要額を

それぞれ計上しております。 

 

地方消費税交付金につきましては２．７％減の８千３百３５万円の見込みとなっており

ます。 
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地方交付税につきましては、国の総額は対前年度比２．２％の減少となっておりますが、

基準財政需要額と基準財政収入額等を考慮し、前年並みの２６億２千９百７９万７千円を

見込みました。 

分担金及び負担金は農地費分担金や公立保育所負担金の減により、１８．１％減、使用

料及び手数料は１．３％減の見込みです。 

 

国庫支出金につきましては、大和城観光地連携整備事業や地域住宅交付金などを計上し

ておりますが、年金生活者等臨時福祉交付金や総合防災拠点施設整備事業に係る補助金の

減により、対前年度比１７．２％減の４億９千７百２５万３千円の計上となっております。 

 

県支出金につきましては、海岸漂着物地域対策推進事業費補助が２８年度補正予算で 

全額繰越事業として行うため減少となっておりますが、地域振興推進事業に係る県補助金

の増により１．２％増の４億１千２百３３万７千円の計上となっております。 

 

財産収入につきましては、０．６％増の２千２万４千円、寄附金につきましては天城町

ゆたかなふるさと寄附金の増を見込み、２千万１千円を計上しております。 

 

繰入金につきましては、観光ＰＲ動画作成委託、天城保育所及び西阿木名幼稚園の遊具、

水産業活性化推進事業費の財源として天城町ゆたかなふるさと基金より３百２０万円を 

繰入し、集落提案型まちづくり活動支援交付金の財源として地域づくり推進基金より３百

万円を繰入し活用させていただきます。また、家畜導入事業資金供給事業基金より 1千７

百９４万５千円の繰入を行っております。更に、財政支出需要に対処するため財政調整基

金より２億５千１百４６万７千円の繰入を行っております。 

 

繰越金につきましては２千万円、諸収入につきましては６千７百９４万円を計上してお

ります。 

 

町債につきましては、ハード事業に２億８千７百４０万円、産業振興・交通通信体系整

備・福祉向上・教育振興などのソフト事業に８千９百２０万円、臨時財政対策債に１億 

３千万円を計上し、対前年度比８．０％減の５億６百６０万円の起債を予定しています。 

 

歳 出 

議会費につきましては、対前年度比０．４％減の９千４百１２万５千円を計上しており

ます。 
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総務費につきましては、対前年度比１千８百４万５千円減の７億５千１百４６万７千円

の計上となっております。 

ゆたかなふるさと基金運営事業費や「西郷どん」ロケ誘致推進費、魅力ある地域資源の

ＰＲ事業費、空家対策事業費などを新たに計上しております。 

 

民生費につきましては、扶助費や特別会計への繰出金など社会保障費関連経費が増加傾

向の中、前年度実施された臨時福祉給付金、年金生活者等支援臨時福祉給付金に係る予算

計上が無いため、対前年度比０．９％減の１１億４千５百３０万７千円を、衛生費につき

ましても、海岸漂着物地域対策推進事業費が２８年度繰越事業で行うことや、徳之島愛ラ

ンド広域連合負担金の減など、対前年度比６．１％減の４億３千１百３９万６千円の計上

となっております。 

 

農林水産業費につきましては、獣肉処理施設建設費、商工費につきましては大和城観光

地連携整備事業費、土木費につきましては、町道赤田川線改築事業費や喜治原線改築事業

費、さいごうウォーク推進事業費などを新たに追加し、それぞれの予算額は農林水産業費

が２．８％増の６億３千４百５２万８千円、商工費が４．１％増の１億２千８百２０万 

５千円、土木費が５．３％増の６億９百９３万１千円の計上となっております。 

 

消防費につきましては、前年度計上しました消防組合天城分遣所への消防ポンプ自動車

購入の減の関係で対前年度比１６．４％減の１億８千２３万７千円を計上しております。 

防災センター運営管理費につきましては、１千７百５２万６千円の計上を行っておりま

す。 

 

教育費についても、兼久小学校建設基金積立金の減など対前年度比１３．２％減の３億

９千９百５２万７千円の計上です。 

保健体育費ではＢ＆Ｇ財団の助成を受けて行うＢ＆Ｇ海洋センター多目的艇庫整備費 

として６千１万７千円を計上しております。 

 

災害復旧費につきましては、５百６７万６千円、公債費につきましては、７億５千４百

４２万４千円、予備費としまして２百万円を計上しております。 

ただいま、一般会計の予算の概要について申し上げましたが、町政運営の基本方針に基

づき、町民のニーズに適切に対応できる行政サービスに取り組んでまいります。 

 

以上で予算の概要の説明を終わります｡ 


